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三井住友海上グループの現況(1)

約 1,395億円＊

約 7.7兆円＊

約 2.1兆円＊

13,414人＊

38社

110社

Aa3

A+

AA

AAA

AA

1,150.0%

(注) ネットワーク網、格付は07年 6月30日､
その他は07年3月31日現在で表示しております｡

(注) 保険財務力､長期債等格付｡

*三井住友海上保険(株)単体ベース

国内損害保険事業

金融サービス

事業

リスク関連事業生命保険事業

海外事業

資本金資本金

総資産総資産

純資産純資産

従業員数従業員数

連結子会社数連結子会社数

グループグループ会社数会社数

AM BestAM Best

MoodyMoody’’ss

格付投資情報格付投資情報センターセンター

日本格付研究所日本格付研究所

S&PS&P

格格
付付

ソルベンシーマージンソルベンシーマージン

海外ネットワーク海外ネットワーク海外ネットワーク

37ヶ国 62主要都市に拠点網

5海外支店･総事務所

54子会社･関連会社

281海外事務所

三井住友海上グループの事業展開三井住友海上グループの事業展開

国内ネットワーク国内ネットワーク国内ネットワーク

営業ネットワーク

20本部

133営業部支店

710営業拠点

三井住友海上グループ三井住友海上グループ三井住友海上グループ
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三井住友海上グループの現況(2)三井住友海上グループの現況(2)

2006年度 国内損害保険会社 ランキング
（連結・経常収益ベース、上位3社）

20062006年度年度 国内国内損害保険会社損害保険会社 ランキングランキング
（連結・経常収益ベース、上位（連結・経常収益ベース、上位33社社））

会社名 経常収益（億円）

  ミレアホールディングス 42,185

 三井住友海上 21,170

 損害保険ジャパン 19,015

世界の損害保険会社・売上高ランキング世界の損害保険会社・売上高ランキング世界の損害保険会社・売上高ランキング

日本の金融機関･時価総額ランキング日本の金融機関･時価総額ランキング日本の金融機関･時価総額ランキング

順位 会社名
時価総額
(億円)

1 三菱ＵＦＪフィナンシャルグループ 148,805

2 みずほフィナンシャルグループ 101,249

3 三井住友フィナンシャルグループ 91,257

4 野村ホールディングス 49,246

5 ミレアホールディングス 41,474

6 りそなホールディングス 33,856

7 オリックス 28,699

8 三井住友海上 23,303

9 T&Dホールディングス 20,248

10 住友信託銀行 20,151

11 大和証券グループ本社 19,089

12 日興コーディアル 16,161

13 損害保険ジャパン 14,846

順位 会社名
時価総額
  (億円)

1 AIG 231,681

2 バークシャー ハザウェイ 206,462

3 中国人寿 180,700

4 アリアンツ 131,267

5 アクサ 113,235

18 ミレアホールディングス 41,474

33 三井住友海上 23,303

40 T&Dホールディングス 20,248

48 損害保険ジャパン 14,846
出典：“Fortune Global 500”（July 23, 2007 issue)より

“Insurance P&C”(円換算は1$=116.96円を使用)

順位 会社名
売上高
(億円)

1 アリアンツ 146,605

2 AIG 132,392

3 バークシャー ハザウェイ 115,251

4 チューリッヒ 76,024

5 ミューニック リー 68,051

6 ミレアホールディングス 42,185

7 オールステート 41,867

8 スイス リー 37,565

9 ハートフォード 30,994

10 トラベラーズ 29,345

11 リバティ ミューチュアル 27,509

12 ネーションワイド 26,027

13 三井住友海上 21,170

14 ロウズ 20,149

15 損害保険ジャパン 19,015

世界の保険会社・時価総額ランキング世界の保険会社・時価総額ランキング世界の保険会社・時価総額ランキング

出典 : Bloomberg ﾃﾞｰﾀに基づき､当社にて作成｡( 2007年 6月22日現在 )
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三井住友海上グループの沿革

台湾の明台社を買収

タイのバンコクライフに出資､アジアにおける生保事業進出

東海東京証券と業務・資本提携を実施

英国のAVIVA社のアジア損害保険事業を買収

変額年金生保会社 三井住友海上シティインシュランス生命保険株式会社営業開始

三井住友海上シティ生命､合弁相手の変更により｢三井住友海上メットライフ生命保険株式会社｣

に社名変更

新日本火災新日本火災 三井火災三井火災

1920年 1943年

大正海上火災大正海上火災 三井海上火災三井海上火災

1918年 1991年

大阪保険大阪保険 大阪火災大阪火災 大阪火災
海上運送

大阪火災
海上運送 大阪海上火災大阪海上火災

1893年 1899年 1907年 1916年

摂津海上摂津海上 摂津海上火災摂津海上火災 大阪住友
海上火災

大阪住友
海上火災 住友海上火災住友海上火災

1919年 1930年 1944年 1954年

扶桑海上扶桑海上 扶桑海上火災扶桑海上火災 住友海上火災住友海上火災

1917年 1920年 1940年

2001年10月１日

1942年

1941年 1944年

三井住友海上きらめき生命保険株式会社設立

三井ダイレクト損害保険株式会社を子会社に

2001年10月 (平成 13年)

2005年 4月 (平成 17年)

2002年10月 (平成 14年)

2004年 3月 (平成 16年)

5月

9月

10月

2007年 3月 （平成19年)

2001年10月 (平成 13年)2001年10月 (平成 13年) 三井住友海上火災保険株式会社設立三井住友海上火災保険株式会社設立
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企業市民としての活動の一例

女子柔道部・女子陸上部では、

世界のトップを目指す選手が

活躍しています。

全国の部支店で、地域のニーズに沿った

特色ある活動を進めています。

神奈川損害サービス部チャリティコンサート

駿河台ビル屋上庭園

環境啓発活動の推進環境啓発活動の推進

社会貢献活動社会貢献活動

スポーツ振興スポーツ振興

土佐礼子選手

2006年11月 東京国際女子マラソン 優勝
2007年9月 世界陸上女子マラソン 銅メダル

上野雅恵選手

2006年12月 アジア競技大会 優勝
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三井住友海上グループの強み三井住友海上グループの強み

日本の製造業を支えるメーカー群、グループ総従業員とその家族150万人の巨大マーケット

合併により、顧客網が飛躍的に拡大

三井・住友グループの顧客基盤三井・住友グループの顧客基盤

主要27業種トップ10企業との取引率：80%

豊富な企業リスクソリューションメニューを提供

海上保険の国内正味収入保険料は2001年度以降 6年連続で業界トップ

企業分野企業分野 損害保険業界トップレベル損害保険業界トップレベル

国内各地に広がる 53,000店の代理店網

損害保険の取引金融機関数は402金融機関、全体の約97%をカバー

強力な国内営業ネットワーク強力な国内営業ネットワーク

37ヶ国62主要都市、No.1の営業網

AVIVAアジア損害保険事業、台湾の明台社の買収によりアジア地域で外資系トップ水準

海外ネットワーク海外ネットワーク

三井住友海上きらめき生命:  保有契約高 8兆1,600億円、実質当期純利益は69億円

三井住友海上メットライフ生命: 保有契約高 2兆3,100億円 、変額年金分野で業界2位 （推定）

グループ生保グループ生保22社社の躍進の躍進 (2006(2006年度年度））
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当社株価の推移とPBR

-

50

100

150

200

250

300

01年10月 02年4月 02年10月 03年4月 03年10月 04年4月 04年10月 05年4月 05年10月 06年4月 06年10月 07年4月

(株価指数)

三井住友海上株価推移

TOPIX推移

0.71 1.15 0.96 1.120.70 0.96

869 717 963 1,021 1,427 1,536

02/3末 03/3末 04/3末 05/3末 06/3末 07/3末

PBR (倍)

1株あたり

連結純資産 (円)
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三井住友海上グループを取り巻く環境

お客さま基点で品質向上

コスト競争力の向上

業務プロセスのイノベーション

お客さま基点で品質向上

コスト競争力の向上

業務プロセスのイノベーション

課題課題目指す方向目指す方向当社グループを取り巻く環境当社グループを取り巻く環境

CSRの一層の推進

ガバナンスの強化

IR・広報活動の充実

CSRの一層の推進

ガバナンスの強化

IR・広報活動の充実

お客さま対応力の強化

商品力の強化

お客さま対応力の強化

商品力の強化

リスクを分散できる事業ポート

フォリオの構築

資本力増強、リスク管理の強化

リスクを分散できる事業ポート

フォリオの構築

資本力増強、リスク管理の強化

グループ経営力の強化

バランスのとれた事業ポートフォ

リオの構築と収益拡大

コーポレートブランドの構築

グループ経営力の強化

バランスのとれた事業ポートフォ

リオの構築と収益拡大

コーポレートブランドの構築

3極体制の拡充

M&Aも含めた事業展開

3極体制の拡充

M&Aも含めた事業展開

保険市場が変化

損保市場の成長が減速

付加率の自由化

生命表の改定による死差益減少

保険市場が変化

損保市場の成長が減速

付加率の自由化

生命表の改定による死差益減少

お客さま・社会の企業に対する要求水準が

上昇

お客さま・社会の企業に対する要求水準が

上昇

株主による監視の強まり株主による監視の強まり

顧客ニーズ・チャネルが多様化

少子高齢化

団塊世代退職

企業をとりまくリスクの多様化

窓販等の新チャネル登場

顧客ニーズ・チャネルが多様化

少子高齢化

団塊世代退職

企業をとりまくリスクの多様化

窓販等の新チャネル登場

異常気象や大規模災害が発生し

損害規模が拡大

異常気象や大規模災害が発生し

損害規模が拡大

M&A(合併・企業再編）等を通じ､

世界の金融・保険会社が巨大化し、

グローバルな市場で競争

M&A(合併・企業再編）等を通じ､

世界の金融・保険会社が巨大化し、

グローバルな市場で競争

欧米の保険会社が、競ってBRICｓ

などの急成長へ進出し、競争が加速

欧米の保険会社が、競ってBRICｓ

などの急成長へ進出し、競争が加速

高品質のサービスを

効率的に提供できる

ビジネスモデルの確立

高品質のサービスを

効率的に提供できる

ビジネスモデルの確立

ステークホルダーに

誠実に説明責任を

果たす会社

ステークホルダーに

誠実に説明責任を

果たす会社

多様なニーズに対応した

リスクソリューションの提供

多様なニーズに対応した

リスクソリューションの提供

担保力の維持・強化担保力の維持・強化

世界で勝ち残る

企業グループへ

世界で勝ち残る

企業グループへ

グローバルでスピード感

をもった事業展開

グローバルでスピード感

をもった事業展開
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ニューチャレンジ10：品質向上戦略

当然品質当然品質当然品質

お客さまが､｢実現されて当たり前｣と

感じている商品ニーズ・サービスレベル

お客さまが､｢実現されて当たり前｣と

感じている商品ニーズ・サービスレベル

感動品質感動品質感動品質

お客さまの潜在ニーズを満たす商品､

お客さまの期待を大きく上回るサービスレベル

お客さまの潜在ニーズを満たす商品､

お客さまの期待を大きく上回るサービスレベル

お客さまニーズ、期待は、常に変化しているため、

昨日までの感動品質が当然品質になっていることがある

お客さまニーズ、期待は、常に変化しているため、

昨日までの感動品質が当然品質になっていることがある

「感動品質」の追求は永続的な取組みとなる「感動品質」の追求は永続的な取組みとなる

品質向上の土台となる重要な要素品質向上の土台となる重要な要素品質向上の土台となる重要な要素

ステークホルダーの声を

幅広く反映

ステークホルダーの声をステークホルダーの声を

幅広く反映幅広く反映
社員・代理店の成長社員・代理店の成長社員・代理店の成長

業務プロセス・

インフラの向上

業務プロセス・業務プロセス・

インフラの向上インフラの向上
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｢お客さまの満足｣を活動の原点に

おき､最高品質のリスクソリューション

サービスを提供します。

｢お客さまの満足｣を活動の原点に

おき､最高品質のリスクソリューション

サービスを提供します。

企業価値の向上と適正な利

益還元を通じて､株主の期待

に応えます｡

企業価値の向上と適正な利

益還元を通じて､株主の期待

に応えます｡

｢重要なビジネスパートナー｣

である代理店と協力してお

互いの繁栄を目指します｡

｢重要なビジネスパートナー｣

である代理店と協力してお

互いの繁栄を目指します｡

取引先との健全な関係を保

ち､共に社会的責任を果たし

ます｡

取引先との健全な関係を保

ち､共に社会的責任を果たし

ます｡

ニューチャレンジ10 ： CSR 経 営ニューチャレンジ10 ： CSR 経 営

企業の社会的責任として

7つのステークホールダーに対する責任を適切に果たします｡

企業の社会的責任として企業の社会的責任として

77つのステークホールダーに対する責任を適切に果たしますつのステークホールダーに対する責任を適切に果たします｡｡

環境への

責任

環境への

責任

お客さまへの

責任

お客さまへの

責任

株主への

責任

株主への

責任

代理店への

責任

代理店への

責任

取引先への

責任

取引先への

責任

社員への

責任

社員への

責任

地域社会・

国際社会

への責任

地域社会・

国際社会

への責任

七つの責任七つの責任

未来に向けて､地球環境の

保全と改善に取組みます｡

未来に向けて､地球環境の

保全と改善に取組みます｡

地域社会・国際社会との

良 好 な関 係を築き､ その

一員として相互発展を目指

します｡

地域社会・国際社会との

良 好 な関 係を築き､ その

一員として相互発展を目指

します｡

会社を支える社員が働き

やすく､やりがいを感じられ

る職場を実現します｡

会社を支える社員が働き

やすく､やりがいを感じられ

る職場を実現します｡
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ニューチャレンジ10 ： グループ基本戦略

お客さま基点に立った品質の向上、

信頼 成長 を通じ、CSR経営を実現

お客さま基点に立った品質の向上、

信頼 成長 を通じ、CSR経営を実現

111 商品・サービスの品質向上を

最優先

商品・サービスの品質向上を商品・サービスの品質向上を

最優先最優先
信頼信頼信頼

222 より多くのお客さまの深い

信頼

より多くのお客さまの深いより多くのお客さまの深い

信頼信頼 成長成長成長

333 成長により拡大した経営資源成長により拡大した経営資源成長により拡大した経営資源 品質向上品質向上品質向上

一人ひとり一つひとつを一人ひとり一つひとつを 大切に。大切に。

コーポレートメッセージ

11～～33 の好循環により絶え間ないの好循環により絶え間ない 品質向上品質向上 を実現を実現

企業品質向上企業品質向上企業品質向上 コーポレートブランドの構築コーポレートブランドの構築コーポレートブランドの構築
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647億円

ニューチャレンジ10 ： 数値目標

20102010年度末事業ポートフォリオ年度末事業ポートフォリオ 20102010年度末年度末 数値目標数値目標

国内損害保険事業 62%

生命保険事業 17%

海外事業 18%

リスク関連事業

国内損害保険事業 55%

海外事業 20%

生命保険事業 20%
金融サービス事業

3%

リスク関連事業

金融サービス事業
5%

1,000億円
以上

1,000億円

以上

5.0%以上

1兆6,500億円

以上

1兆3,700億円

以上

95.0%以下

各事業の成長各事業の成長

品質向上

グループ事業拡大

成長分野への投資

19,000 円日経平均

115 円/$為替（円/ドル）

2.2%10年国債利回り

前提条件

2006 年度業績2006 年度業績 2010 年度目標2010 年度目標

グループコア利益グループコア利益 グループコア利益グループコア利益

グループコア

利益

グループコア

利益

グループROEグループROE

連結正味収保連結正味収保

単体正味収保単体正味収保

コンバインド

レシオ

コンバインド

レシオ
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グループコア利益とは

各事業合計のグループコア利益各事業合計のグループコア利益各事業合計のグループコア利益

標準責任

準備金積増額

標準責任

準備金積増額

財務会計上の

当期純利益

財務会計上の

当期純利益

米国会計基準に

基づく持分利益

米国会計基準に

基づく持分利益

財務会計上の

当期純利益の

持分利益

財務会計上の

当期純利益の

持分利益

財務会計上の

当期純利益の

持分利益

財務会計上の

当期純利益の

持分利益

株式キャピタル

損益

株式キャピタル

損益

クレジット

デリバティブ損益

クレジット

デリバティブ損益

その他特殊要因その他特殊要因

当
期
純
利
益

当
期
純
利
益

国内損保事業国内損保事業 海外事業海外事業

きらめき生命きらめき生命

国内生保事業国内生保事業

メットライフ

生命

メットライフ

生命
金融サービス事業

リスク関連事業

金融サービス事業

リスク関連事業
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グループ事業 : 過去3ヶ年の業績 及び 07計画値

連結連結 ・・ 単体正味収入保険料単体正味収入保険料

13,102 13,384 13,244 13,150

930
1,313 1,677 2,180

10,000

12,000

14,000

16,000

2004実績 2005実績 2006実績 2007計画

(億円)

単体 子会社

0

200

400

600

800

1,000

2004実績 2005実績 2006実績 2007計画

(億円)
グループコア利益グループコア利益

286

739
649 681

14,032

14,697 14,922
15,330
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商
品
の
品
質
向
上

商
品
の
品
質
向
上

商
品
の
わ
か
り
や
す
さ

商
品
の
わ
か
り
や
す
さ

2007年度から

実施

2008年度中に

完了

次期新商品から

順次採用

2008年4月から

稼動

2007年より

順次実施

(一部実施済み）

商品ラインアップをスリム化するとともに、わかりやすい商品を開発

し、お客さまに内容をご理解いただきやすくします。

単なる商品の廃止でなく、お客さまのニーズに対応する必要な機能

を残した上で全体を整理統合します。

保険の専門用語を極力排除します。

お客さま向けのパンフレット等からわかりやすい言葉に変えていき

ます。

約款をわかりにくくしている原因を分析し、それら原因を排除した約

款を作成します。

商品認可内容やパンフレット、約款集、申込書等のデータを種目横

断で一括管理し、部門間のチェック機能をシステム化します。

迅速・正確な保険金支払いを実現するための商品情報を保険金支

払いシステムに連動させます。

ご契約内容がよりわかりやすい保険証券を作成します。

保険金請求できる項目がわかりやすい一覧表を作成します。

Web（インターネット）経由でもご契約内容等を確認いただけるように

します。

国内損害保険 ： 商品イノベーション

目的目的目的

テーマテーマ

111 商品ラインアップの

スリム化

商品ラインアップの

スリム化

222 保険の用語を

「わかりやすい言葉」に刷新

保険の用語を

「わかりやすい言葉」に刷新

333 保険約款をわかりやすく

改定

保険約款をわかりやすく

改定

444 「商品管理システム」を構築「商品管理システム」を構築

555 保険証券・支払保険金一覧

等のパーソナル化・Web化

保険証券・支払保険金一覧

等のパーソナル化・Web化

取組み概要取組み概要 実施予定実施予定

“商品のわかりやすさ”と“品質向上”を目指し、部門横断での取組を推進“商品のわかりやすさ”とと“品質向上”を目指し、部門横断での取組を推進を目指し、部門横断での取組を推進

業界初
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保険の基本サイクルの保険の基本サイクルの

確実な実行確実な実行

国内損害保険 ： 販売イノベーション

保険の基本サイクル保険の基本サイクル

申込内容に基づいた正確な申込書作成

署名・捺印の確実な取付

お客さまのニーズに合った収納方法のご案内 等

申込内容に基づいた正確な申込書作成

署名・捺印の確実な取付

お客さまのニーズに合った収納方法のご案内 等

全ての契約において重要

事項説明を確実に実施 等

全ての契約において重要

事項説明を確実に実施 等

お客さまのリスク、ニーズに合った商品を

提案し、適切な商品説明を実施 等

お客さまのリスク、ニーズに合った商品を

提案し、適切な商品説明を実施 等

満期を迎える全てのお客さまに

満期案内を確実に実施 等

満期を迎える全てのお客さまに

満期案内を確実に実施 等

お客さまからの通知に従って確実、

的確な異動処理を実施 等

お客さまからの通知に従って確実、

的確な異動処理を実施 等 契約維持・

管理

契約維持・

管理

満期案内・

管理（更改）

満期案内・

管理（更改）

勧誘・

ニーズ確認

勧誘・

ニーズ確認 商品説明・提案（見積）商品説明・提案（見積）

重要事項

説明

重要事項

説明

契約締結・

告知

契約締結・

告知収納

事故発生事故発生事故速報事故速報

意向確認意向確認

目的目的目的 「保険の基本サイクル」を確実に実行し、お客さまに説明責任を果たせる販売網を構築する「保険の基本サイクル」を確実に実行し、お客さまに説明責任を果たせる販売網を構築する

111 代理店教育・指導の強化、「品質向上運動」の推進代理店教育・指導の強化、「品質向上運動」の推進代理店教育・指導の強化、「品質向上運動」の推進

222 お客さま基点にたった販売インフラの整備お客さま基点にたった販売インフラの整備お客さま基点にたった販売インフラの整備

333 販売網構造改革の推進販売網構造改革の推進販売網構造改革の推進
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国内損害保険 ： 販売イノベーション - 販売網構造改革

上位層

中間層

小規模層

販売網構造改革の取組イメージ販売網構造改革の取組イメージ

保
険
の
基
本
サ
イ
ク
ル
の
確
実
な
実
行

保
険
の
基
本
サ
イ
ク
ル
の
確
実
な
実
行

実行できる層実行できる層

実行できない層実行できない層

説明責任を果たせる代理店で構成され、

当社の成長を支える質の高い販売網

上位層

中間層

小規模層 核となる

代理店の育成

核となる

代理店の育成

大型化大型化質の高い

代理店の

質の高い

代理店の

新設新設

説明責任を果たせない層の説明責任を果たせない層の

集約化・解約集約化・解約

保険の基本サイクルを

実行できない代理店

保険の基本サイクルを

実行できない代理店

確実な実行に向けた

代理店教育・指導の徹底

確実な実行に向けた

代理店教育・指導の徹底

目的目的目的 説明責任を果たせ、当社の成長を支える質の高い販売網を構築する説明責任を果たせ、当社の成長を支える質の高い販売網を構築する

社員・代理店一体となった社員・代理店一体となった

品質向上運動品質向上運動
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国内損害保険 ： 損害サービス・イノベーション

目的目的目的
保険金支払い業務の品質向上

公平かつ公正、迅速な保険金支払い業務の実現

保険金支払い業務の品質向上

公平かつ公正、迅速な保険金支払い業務の実現

CS最前線における誇り・やりがい醸成意識意識 意識改革取組意識改革取組

要員体制の再構築

教育研修体系の拡充
要員・教育要員・教育

要員体制強化・

教育研修拡充

要員体制強化・

教育研修拡充

支払い漏れの発生しない体制

お客さまの照会に的確に対応できる組織への再編
組織組織 組織・体制の整備組織・体制の整備

新事故受付システムの再構築

支払対象保険金のシステムによる自動判定

規定・重要通知等の整備

システムシステム
新業務プロセスの

設計

新業務プロセスの

設計

お客さまに説明・支払いやすい商品への整理

事務・システムの簡素化

約款解釈集の整備

商品商品 商品・約款の整備商品・約款の整備
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他社比損害率が高い他社比損害率が高い

国内損害保険 : 自動車損害率の適正化に向けて

アンダーライティングアンダーライティング

商品イノベーション商品イノベーション

部支店毎の引受基準の設定

ノンフリート契約の獲得強化

料率改定・補償内容の

見直し(08年度中 )

損害率の高い地域のシェア大
（首都圏・名古屋・大阪）

損害率の高い地域のシェア大
（首都圏・名古屋・大阪）

保険料が一般契約よりも保険料が一般契約よりも

割り引かれて割り引かれているため、いるため、

損害率は高くなる損害率は高くなる

マネージメントマネージメント

損害率の高い代理店・

フリート契約へのコンサル実施

交通事故削減に向けた取組

63.1
61.5

64.3

69.5

64.3
66.0

55

60

65

70

75

三井住友 A社 B社

(%)

全種目計 自動車

他社比自動車損害率が高い他社比自動車損害率が高い

企業の職域に強い
（大口団体割引適用団体多）

企業の職域に強い
（大口団体割引適用団体多）
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国内損害保険 : 自然災害への備え国内損害保険 : 自然災害への備え

家計地震保険は政府と日本地震再保険会社･損害保険会社が共同運営する制度家計地震保険は政府と日本地震再保険会社･損害保険会社が共同運営する制度家計地震保険は政府と日本地震再保険会社･損害保険会社が共同運営する制度

家計地震保険の再保険の仕組家計地震保険の再保険の仕組

お客様お客様
三井住友

海上

三井住友

海上

シェア配分
による再々

保険

国に対する
再々保険

全額
再保険

契約
締結

政府政府

三井住友

海上

三井住友

海上

保有
日本地震

再保険会社

日本地震

再保険会社

保険金保険金 負担責任限度負担責任限度額額

3,336億円 2,848億円

922億円 922.1億円

750億円

6,184億円

3兆5,037.9億円

日本地震再保険 政府 元受会社（含む三井住友海上）

5%

50%

750億円 7,422億円 1兆3,118億円 5兆円

危険準備金の取崩による対応危険準備金の取崩による対応

家計地震リスクへの対応

巨額の損害に備え､営業収支残高及び運用益を

全額準備金に積立てている｡ ノーロスノープロフィット｡

危険準備金危険準備金

企業地震・風水災リスクへの対応

大規模台風・地震混合の
年間0.4%PML

異常危険
準備金取崩
2,600億円

再保険回収
2,600億円

経常利益負担
400億円

元
受

正
味

2007年3月末
2,718億円

5,500億円

自然災害ロス自然災害ロス

元受元受

3,000億円正味正味

火災・貨物グループ

異常危険準備金残高

火災・貨物グループ

異常危険準備金残高

損害率
50%点
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グループ事業 ： 新チャネル対応

銀行窓販・郵政への取り組み銀行窓販・郵政への取り組み

銀 行銀 行

現在販売可能な保険

損害保険

個人分野の火災保険

物保険

賠償責任保険

生命保険

団体信用生命

個人年金（変額・定額）

一時払い終身・養老

回払い養老

2007年12月22日予定

全種目販売可能に

現在販売可能な保険

損害保険

個人分野の火災保険

物保険

賠償責任保険

生命保険

団体信用生命

個人年金（変額・定額）

一時払い終身・養老

回払い養老

2007年12月22日予定

全種目販売可能に

郵便局（株）郵便局（株）

民営化時

（代理店）自動車保険

民営化後

法人生保・変額年金

民営化時

（代理店）自動車保険

民営化後

法人生保・変額年金

（株）ゆうちょ銀行（株）ゆうちょ銀行

民営化後

かんぽ以外の変額年

金他社住宅ローン媒介

・代理

民営化後

かんぽ以外の変額年

金他社住宅ローン媒介

・代理

（株）かんぽ生命保険（株）かんぽ生命保険

民営化後

他社法人生保受託販売

民営化後

他社法人生保受託販売

株
式
１
０
０
％
保
有

２
０
１
７
年
９
月
末
ま
で
に

全
株
売
却
義
務

三井住友海上三井住友海上

三井住友海上きらめき生命三井住友海上きらめき生命

三井住友海上メットライフ生命三井住友海上メットライフ生命

火災保険

傷害保険（医療含む）

損保年金

自動車保険、他

火災保険

傷害保険（医療含む）

損保年金

自動車保険、他

死亡保障商品

終身医療保険

法人向け商品

死亡保障商品

終身医療保険

法人向け商品

変額年金

定額年金

変額年金

定額年金

日
本
郵
政
（株
）

日
本
郵
政
（株
）

日
本
郵
政
（株
）

戦略の共有化戦略の共有化

個別金融機関のニーズに合ったグループ商品の提供個別金融機関のニーズに合ったグループ商品の提供
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352 352

671 723

909
1,032

275

196

2006実績 2007計画

45

81

80

50

56

19

-18

24

2006実績 2007計画

海外事業 : 拡大する海外保険事業

＊合計には期中各地域に割り振られない本社調整数字､その他 M&Aに係わる連結調整等を含んでいる｡

(億円)

地域 出資額
2006年度

当期純利益
ROI(%) 地域 出資額

2006年度
当期純利益

ROI(%) 地域 出資額
2006年度

当期純利益
ROI(%)

アセアン 574 53 9.2 米州 421 ▲18 ▲4.2 再保険 455 50 11.1

東アジア 614 25 4.0 欧州 198 20 10.3 合計 2,383 137 5.8

注） 合計には､韓国､オセアニア､中東､インドの実績等を含む｡ 合計はのれん償却前数字｡

(億円)
正味収入保険料正味収入保険料 当期純利益当期純利益

海外事業投資の効率海外事業投資の効率

再保険

アジア

欧州

米州

2,129億円2,129億円

2,384億円2,384億円

117億円117億円

156億円156億円
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生命保険事業 ： 三井住友海上きらめき生命

57,792

68,546

79,400 81,642
86,874

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2003 2004 2005 2006 2007計画

(億円)

(年度)

2005年度実績 2006年度実績

45億円 69億円
実質当期純利益

(億円)

2006年度

新たな
成長領域

1.5倍
クロスセル

クロスセル

新たな
成長領域

中期経営計画（中期経営計画（20102010年度目標）年度目標） 保有契約高は引続き拡大保有契約高は引続き拡大

主要3項目の成長主要3項目の成長

お客さまの数・保有契約高・保有年換算保険料お客さまの数・保有契約高・保有年換算保険料

2010年度

グループ保有市場におけるクロスセル推進グループ保有市場におけるクロスセル推進

新たな成長領域における生保市場拡大新たな成長領域における生保市場拡大

「業務プロセスのイノベーション」を実現「業務プロセスのイノベーション」を実現

順調なコア利益順調なコア利益

EV値も順調に増加EV値も順調に増加

2005年度末 2006年度末

1,386 1,594
EV値
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生命保険事業 ： 三井住友海上メットライフ生命

2兆 3,119億円 (前期末比 +45%）

44億円 （前期比 +19%）

6,933億円 （前期比 +25%)

8,250億円 10,000億円

3兆 225億円 3兆9,196億円

50億円 66億円

▲63億円 ▲56億円

109店 （前期末比＋62店)

392

4,774

8,856

15,910

23,119

47

19

109

3023

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2002 2003 2004 2005 2006
0

20

40

60

80

100

120

保有契約高

販売代理店数

(億円) (店)

収入保険料収入保険料

保有契約高保有契約高

USGAAP

持分利益

USGAAP

持分利益

収入保険料収入保険料

保有契約高保有契約高

USGAAP
持分利益

USGAAP
持分利益

07年度計画07年度計画 08年度計画08年度計画

JGAAP
持分利益

JGAAP
持分利益

1,063億円 （前期末比 +20%)

中期経営計画（中期経営計画（20102010年度目標）年度目標）

単年度黒字化 （JGAAP)単年度黒字化単年度黒字化 （（JGAAP)JGAAP)

当期利益 200億円（USGAAP)

（持分利益 100億円）

当期利益当期利益 200200億円（億円（USGAAP)USGAAP)

（持分利益（持分利益 100100億円）億円）

06年度も飛躍的な拡大06年度も飛躍的な拡大

EV値EV値

販売代理店数販売代理店数

07･08年度 さらなる拡大へ07･08年度 さらなる拡大へ
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2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

期末配当

中間配当

（円）

739

286

640

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2003年度 2004年度 2005年度

配当 自社株購入 グループコア利益（億円）

株主の皆さまへの還元について

グループコア利益の40%を目処に、配当と自社株取得で株主還元グループコア利益のグループコア利益の40%40%を目処に、配当と自社株取得で株主還元を目処に、配当と自社株取得で株主還元

増配基調を維持配 当配 当

株式需給バランス､株価動向を見ながら機動的に実施自社株取得自社株取得

※ 配当・自社株取得は、実施財源の計上年度ベースで表示。

株主還元実績株主還元実績 配当の推移配当の推移
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ホームページ メール配信サービス

三井住友海上に関するニュースリリースをE-mailでお届けします。ぜひご登録下さい。

（登録に必要な情報はメールアドレスのみ)

http://www.ms-ins.com/mail/index.html

大和IR主催「Internet IR・ベスト企業賞2006」に1,703社の中から他11社と共に選ばれました。

「個人投資家の皆さまへ」特集ページを設け、タイムリーに情報を発信しています。

http://www.ms-ins.com/ir/index.html

株主・投資家の皆さま向けサイト株主・投資家の皆さま向けサイト

メール配信サービスメール配信サービス
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 2005年度
 実績

 2006年度
実績

 2007年度
計画

　　　　13,384億円 　　　13,244億円 　　　13,150億円

59.7% 63.1% 65.5% 
30.8% 30.8% 31.6% 
90.5% 93.9% 97.1% 

　　　　　　791億円 　　　　　　939億円 　　　　　　859億円

　　　　　　648億円 　　　　　　553億円 　　　　　　560億円

　　　　14,697億円 　　　　14,922億円 　　　　15,330億円

　　　　　　739億円 　　　　　　649億円 　　　　　　681億円

4.2% 3.1% 3.0% 

　　　　　　642億円 　　　　　　401億円 　　　　　　437億円

海外事業 　　　　　　▲14億円 　　　　　 117億円 　　　　　 156億円

　　　 　　　 85億円 　　　　　　　114億円 　　　　　　　85億円

　　　　　　　26億円 　　　　　　　17億円 　　　　　　　21億円

    　　　　      0億円 　　　　　　　▲0億円 ▲18億円

　　　　　　739億円 　　　　　　649億円 　　　　　　681億円合　　計

リスク関連事業

ROE（コア利益ベース）

国内損害保険事業

生命保険 (*2)

金融サービス事業

一般利息配当金収入

当期純利益

連結正味収入保険料

グループコア利益

正味収入保険料(*1)

正味損害率

正味事業費率

コンバインドレシオ

三井住友海上グループ : 業績関連数値

*1.  「正味収入保険料」には、もどリッチファンドは除きますが、自賠責の政府出再廃止の影響を含みます。

*2.  「生命保険」の数値は、きらめき生命の標準責任準備金積増前利益および三井住友海上メットライフ生命

の米国会計基準（US GAAP）に基づく持分利益の合計を表示しています。

別別 表表

単体関連単体関連

グループ連結関連グループ連結関連

各事業のコア利益各事業のコア利益
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2007年10月

本資料に記載の内容のうち、歴史的事実でないものは、三井住友海上（以下、当社）の将来に関する計画や戦略、業績に関する予想

および見通しであり、現時点で把握可能な情報から得られた当社の判断に基づいています。実際の業績は、さまざまな不確定要素によ

り、これらの業績見通しと大きく異なる結果になり得ますことをご承知おき下さい。

実際の業績に影響を及ぼし得る要素には、(1)事業領域を取り巻く経済動向、(2)保険業界における競争激化、(3)為替レートの変動、(4)

税制など諸制度の変更、などを含みます。

予想および見通しに関する注意事項予想および見通しに関する注意事項

三井住友海上火災保険株式会社 経営企画部 IRチーム TEL: 03-3297-6742    FAX: 03-3297-6888     http://www.ms-ins.com

お問い合わせ先お問い合わせ先


